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保郡

国田場

立亀

名
移町

院

公平砂和
日称 共成川
市年 測
７奈律恵

量年、法

町

管月井第山

江 内
ら新） 川か、号 河日町
十第 縦
横

川条 断月津

の 図

条 平南部

部かお 成茅長日 に
い
、て 年町ら
準
の用 月次
す

公法 らり同 かおる 日と

成共第 平

測条

公 に 覧長
て 供ら測 い にか日共 お

る次準 す、量
３ る ）と、 す 。の２ 用

共準 第 公基 法 り級 同 お

点

指は

て」 の

第 量測 条 測

、
し

れ由略

さ省

定、 理
面

の用図

害路の

風道そ

日

転字

す北

備とを

防地

内

業地

事浜

備ノ

整

八
七

に ）で定 成ま規 作日町

知 と道 の海 次北 、
り
よ

の第 年量

業堀 事
り事 お

日がの ７施項 月実２ １

し海 に で了北 定 ま終規
知 、事 通 旨知 る た道 よ

） ２ の量

法あ 量堀 が 測

に 了定 終規 がの 施項 実

知 通 旨道 る た海 よ し北

っ 法堀 あ 量が 測事 知 、

経
庁
支

勝
め十
た道
る海

定
認

の び
及

課
務
林

部
済

た
っ

。
た也 し

を達 和達 。 昭

た

法
年也

達

和。 昭

に
場
役

町
幌

士

律
法也

年



沢笠

見三

岩沢

張見

夕岩

線線

北 海

港沢

益金

浜津

別篠

当新

線線

道 公 報

の鶴 路路
道道路舞

１２

線

名分 類線
種路線追

の
道区

、名

第

平道路道

そ日
の１２３

の線の

関ら成路路

のか
係２
間１類名域

図週年種区

は、月

面
、一
北般日道札

号

定 北

道し 海

た 道

。
路
告法

平示
成第昭
十和
四号

年年

一

市市

知知笠笠

空空三三

沢沢春春

栗栗幾幾

郡郡

住町

万万千錦

町町別別
丁

二二町１

字字
見見

目 番 町町
道道

郡

狩狩狩狩

石石石石

１

別篠篠

当当新新

郡郡郡

六字村村

町町津津

別
軒弁
町華
別番番
１１ 番

及区千千

道域

３番地地

和

覧協協

縦市市

び歳歳

場和

所

番 番

道幌

で か
ま 先

先 地
地 １

に島

建覧広

道縦北

海の
路る車

道す転

部供自

設

法

北
び

及
課

備線

整。道

月律

十第

八
日

第
）

号
条 金

１
第

曜

の
項

日

先３ 林林地番 有有

か地
ま 班班ら先 林林

で

かま
先先
地地
班班
小小

先地かま

地２先先

らで

道
海ら

で
らま

か先らで

業知

現道

木海

土北

幌
札

定
規

い
置
え
備堀

に
所事

を
域

区
の

路
道

、
り

よ
に

後前後前

の
次

後前

かまかまかまかま

後前後

間

まかまかまかまかま

敷
前別
更の前後

変後
地
の

也

、
て達

かまかまか 幅

更２

示
告

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第

面の１

昭
和

は縦月 号

北
広ら

区北か
決

り
お

と

らでらで

市
西島

市広
島

らでらで でらでらでらでらで

延
員らでらでら

等
道

国
長

年、覧

第道す

律海供

法北に日

建る
設。

路 第

道 ）部 号

整

の
里西

の

及 １

課 第

備 条

里
番
４

地 先
３ 地
番

同

間）
地

敷で
川ま

河先

北

間
区
複

重
の
と

同同同

の

び 項

土
幌

覧札
道
海

縦

り

場 よ

覧 に

縦 定

の 規

次

知 路

備道 道

に海 、

所北

を

て堀 域

い 区

置事 の

え
、

敷
地
の

員らで
かま 幅

八延 八

の

告 次

所所
業

現

場木

長

ら
か也 り

日 お

の達 と

示

考
備

変



地

道路道区空番

１２３

路路知

平 の線の郡先

成 種区北

十 類名域村道

四 字道

年 幌岩

一 道月達見

北 海

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間１

昭
和

は、月 号

年、一
北般日

道 公 報

線
別

頓
中

深
美

第

沢形

見月

岩沢

張見

夕岩

線線

号

月 道形布沢

十 石 幌

八 狩 向間

日

前別
更の前

変後

線

金

曜 敷
地

日

建覧

第道縦

律海の

法

の

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

中

郡郡郡

戸幸幸

樺枝枝
町町

町別別

形頓頓

月中

町安安

楽兵兵

階字字

字

宗宗
谷谷

笠笠見見戸

三三岩岩樺

弥幾市市月

市市沢沢郡

桜別日日町

生春朝朝形
階

木錦町町字

町町

番楽 １番 丁地町 番１ 目先 地地ま 先

市

笠笠笠笠

三三三三
先

春春春

弥幾幾幾

市市市
町

木錦千錦

桜別別別

生
１町１

町町住
丁 丁

目 番
地番 目
１ 先

員らで
かま 幅

延

海 規

道道線

国重道狩

長

、

土北 り

幌 よ

札 に

道 定

事 の

業知 路

現道 道

木海

置 次

え を

備堀 域

に 区

所

管管

５林林

番森森

い の

ま署署

先理理

地
で

班班
小小
おお
班班
林林

で番

先先
地地

先 地地 ら３ら４ か番か
でら まか 先

か地

ら３先３

か番地番

岩 複

でで

まま

先ら先

地

更の

の間石
沢 と区
見 等

北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路
告

係２

法
示

図週 第

面間

昭
和

は、 号

変示
告也 り

、 お

て達 と

知地交幌

線字空番線字
）布

点達郡先点達

交幌
）布北
村道か か

字道ら

後前後後

らで
かま

ら

前
まかまかまかまかま

後前後後 後

かまかまかまかまか

前
かまかま

縦

律海の

法北般

年、一
建覧

第道
設に

路る 第

道す ）部供 号

整。
及 １

課 第

備 条

達見知地

空番幌岩空番
北ま

郡先布沢郡先

知地

石 北ま

狩村で 村で

前後

でらでらでらでらで

一
＝般＝
国

らでらでらでらでら らでらで

国
般
一

室 に

道 定

海 規

北 の

び 項

現 道

木 、

土 り

蘭 よ

八 業 路

九

え を

備 域

に 区

所 の

らでらで

かまかま

道 道

土
内

稚
道

海
北

号

置 次

土
幌
札

道
海

北同
号

て と

＝い の

、 お

告 り

道狩

変示

道狩

岩

＝道線＝道線

岩

見 見

沢 沢

所
業

現
木

所
業

現
木

石石



平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

月
間１類名域

週年種区

、
一
般日道明

北 海

更 北

道しそ 海

、の

路道

道

同関

路 道

告

条係

法
示 線江

第図 第

２面

昭 別

和 恵

項は 号 庭

規北

年 名線の、

道 公 報

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間１

は、月 号

年、一

法北般日

第

敷

路道区有番字川

２３

之 郡 線の地地
滝 珠 路１

瞥 名域かま
町 壮 区先）

らで

洞珠５

字有番

町

号

成路

平道
１

平の

成年種
十１類
四月

年
一

間

覧浜

縦北

の道生

日道

。更の

る変後

す
供

に線

に道

律定海

法

地
敷

前別

別別よ建

第 供江江

用市市り設

野野路道 ） 東東道部 号

幌幌の路 第 開

供整 始

用備 条

のを課 第 番番

開及 １ ２

北 の 先先 区始び 項 地地

覧

第道縦

律海の

かます

建
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

のび 項及 ２課 第備 条 後

北 規

瞥 町

湖壮先 之 爺郡地 滝

登

町河 別間
敷

前別
更の前後

変後

線

地

月道

十
八
日

金

曜

日

長

事
知
道延

海
北

員
幅

の 定 間らでる海 規

国重

堀

土 り 供平走 よ

網 に
。道

木 、 用成

現 道 開

業 路 始

所 の の

に 区 期

海

い の

置 次

え を

備 域 日

定道

北 り らで幌 よ かま札 に
業知 の現道 次木海 、土
道所事 路に の備堀

い を置 用え 供

の
員らでらで

かまかま 幅
延

道

堀
事
知
道
海

北

国重
長

４
の間

也と区
等複

達

に
て
面立位
埋

９
地地地地す

のののの関

７８

変示
告 り

、 お

て と
のののの

１２３４５６

地地地地地地

のののの

告也 す、 始て達 開

地地

２３
。示 る

表立

許名住代位区

免埋

複 道

た氏

けの区

受者

を

の１

の間
と区
等

北

公埋 海

有立平免 道

水て成 告許

面を 示の 埋免年 第

立許１年

法し月月 号

網ま

走ら先

網か地
也

達

点積る置

北市
字走で

市

の虻
事
工

点点点

８９

施田 のののの

行郡 地地地地

区虻

かかかか域田

点点点点

方方方方字

らららら町

角角角角江

向向向向入

６７

点点点点点点点点

ののの

四か１２３４５
地地地地

等らのののの
点点点点点

三方地地地
かかかかかか

角向点点
ららららららら

点角か

東

方方方方方方方

江向向向向向向向 度 入

角角角角角角角 分 北

虻次の

者称所名域置域
点

海幌海田の地

北札北
中知虻のと

道市道郡１
ん

区町点結

央事田地を
線

３入らだ

北堀字か

条江
のに 西達

日 た

平

正
大。日

年成

法

月

第１

律年

北
浜字

２
第

）日

後号９

番浜
２

前
先５

地番

度 度 度度番
地 分 分 分分先

秒 秒
方方 方方 のの のの 秒秒

向向 向向

点点 地地 地地 のの のの

度 秒度度度度度度 緯
の分 方分分分分分分 度
向秒 秒秒秒秒秒秒 分

の のののののの方 方方方方方方 秒

向 向向向向向向

、の
東地

の 経点
のののののの地 地地地地地

地よ
度地点

目まて 地 丁点っ 番 ６也

有順れ 公をま ので囲 先
だ
ん

結域 面に区 水次た

条

び
及
線

第
１
項

よ道

に海

定北

で規

まの
り知

、事

次
の堀

と

らでら

かまか

九
〇

点 点点点点点点点

分
秒

と
点
地

の
１

） 面
水也

有
公達

り
お



３
代位区

埋

平
成 立 表

十

者四
年

区 の一

北 海

の１２
ゅ氏住

有立平しし

公埋

ん
ゅ 水て成

ん 面に
立す１認 功 埋関年功名
を 可 法る月可又 認

は 工
大事日受 の

道 公 報

北 ５

海
道 埋

告 立 面

示 地第 チリヌの のののの

用号

点点点点積途

地地地地

第

ののの

イロハニホヘト

地地地地地地

のののの

点点点点点点点

地

号

域点
地

の
１

区

月 氏の

十 地

八 名域置域点

日

北島次地３
級 海牧の点
と基 道郡

金 準 知島の

） 点 事牧地の

曜 村点地

堀字か点か
ら日

名 正のけ 年

方 － 歌らと

した 月

律功
法ん

年ゅ日者称所

認成海幌

第を平北札
道市 号可

月区

第た１央

）し年中

。

北 条

漁

第日３

トチリヌ

港 のののの

施 地地地地

設
地

かかかか用

点点点点
向向

方方方方

らららら

角角角角

向向
度 度度度

のの

か１イロハニホヘ

地地地地

らののののの

点点点点点点

方地地地

角かかかかかかか

向点
ららららららら

方方方方方方方

向向向向向向向 度
角角角角角角角 分

度 度 秒度度度度度

等

次をと四
の

の順
点点

のに地角

１次の三

とだを入

点んと東

地結
の、ん

イ線結江

点の線緯

地ヌだ北

と地に

を 島向 の結の 達

地ん角

番地 也

点だ

びま線度 及点

でに
をよ分 ＝ 番順っ

地次て秒 －
の 先に囲

方 の結ま

向 公んれ

有だた

丁

の６

項西

１条

水線区

り知

よ道

に海

定北目

規
り
お
と
の堀

次
、事

分 分分分

秒
方方 方 ののの の 秒秒秒

向向向 向 方

点 点 地地地 地 ののの の

分
点点

方分分分分分 分

秒 向

秒秒秒秒秒 秒
のの ののののの 方方 方方方方方 向向 向向向向向

の
地

の 点

地地 地の地 のののの の

点 点点点点 点地点 地地

を点よ度

結とっ
て分 ん
だの囲

線地ま秒

、点れ
結域東 のを区、 イとた

点ん経 地
かだ
ら線度

ヌ及
のび分

、 面及域
＝の

び

施

都街
市１２３

の－地
行

再再成一

市地平第事
種務 開開

所 法事１街認

発発年市

面
水也

有
公達

業月地

北 ３

道
海

の工

告 区事

示 域の

第 又一

は部

号

水１２
区完

北

過道 海

疎の平公工 道

地工成事 告

の

共

域事 示下

活の年内 第

性一１容 水

化部月及 道 号

４５

年水の

許 面有項

免公３

日立村
埋町 月

面市

地１
点の秒

ま地

） で点

再可
の 昭個
施発の 和人日開

の在

法に業

年 年行事所

事称地日

第る名

月 律係

成

第画北札平

）計
号業

７の８幌

条変西市

理 流成

放処平
日
の

間了

管
渠場年

ょ
き

月

地ま久地久

び の

先で遠先遠日

特を
と
措の称事

別次日工 名

り大幹

法お
置

渠

成了町管

平完成線
き ２し特
ょ

遠

律境久

法。環

年た定

第

及法名

第保

び ののの
点点積号第

地地地条 番
昭海島

点

和港牧 ののの

第村 地地地

年 点点点

号 かかか

指 ららら月

点点点

地地地

ののの

点点点

地地地

ののの

点

更３中年

ららら

かかか

を西央１

の
第認地区月

１可区南
西

のた一条

項し第１日

街丁

定海市１

規。北種

に道

九 よ知地目

一

次堀発

、開番

り事再４

で大本大

ま郡日郡

の事

で字

び町ま町

及成海成

字

地

の番番

地７７

番都都

地地

先２２

地のの

２地

全郡
７か

ら先先

か
字

第下町

）共成

号公大

水

地

２海番

の北４

条道都

の地

項事３

１知の

第道

定か

規堀先

令 方方方

角角角

向向向日

度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向

角角角

向向向

方方方

８

度 度度
分 分分

向方 方方の のの秒 秒秒
向 向

ら

種
一也

第
り達

お
と業

２

地の

２地

の番

地７

番

公地

る達番

よ７

にら
先 下２

共也の 点 点点地 地地の のの

点 点点地 地地の のの



沢山

占厚函砂福長共初
町村

部別

冠館川島沼和

村町市市町町

北 海

士

幌

留上当紋北浦札別

蘂幌手 麻別見河海 市 辺
町町町市市町区町

稲

道 公 報

幌 幌

美南札中夕音芽札

厚 幌幌良張別室市 市
富

町区町市町町区

別野北

町

第

た平道

北し海市札

定北

幌 海

業）市

道。成産区

表

区

規１献村東 彰年貢町

則月賞名

平日

号

変
４

平更
成

認 十
四

可 年
一

佐田

伊北酒猿澤仲岩上

重和忠文武

藤井渡田山

雄

清

竹松村石
七優明夫治夫

井村下田井毛

長宮物木

佑男

誠隆清祐義達

尾崎

佐田武富
一志人七則敏

菊小 石
西田松藤井田

敏哲良清

氏相
光信覺男二愃壽男

成
公

規保

道は

海又 北
年澤 名

体 第
則団

の

に
）

号名

月
十年

八
日

日
月

金

成
平

曜

年

日

同同同同同同同同

１

同同同同

業
事
良
改
地
土

同同同同
事会

済員

共委

業業

農農

同同同同同同同同

業等

く団

づ業

基功農

表

労

表海功
績 事北等

知体

の知

彰道

同

者堀協

賞業 の 受事農

）

日
９

月

の合 内

次組

を

））

受

成
成平

稚滝平

内川年
年
月
月１

決容

り也

お
と達）

市市

市
幌

名七北別中静帯札
市区

南

寄飯見海川内広

神
様東芽

市町市町町町 町町町
楽
似室

験

日

村江実
に日

部手施 公

産りた

農くれ

井乙づさ

と書

郎加家政

物の行

義
会」験

究と試

研ま士

工

部

諏

夏藤阿小笹渋曽橘

弘郁敏義

井田訪原森井

郎俊志夫夫勝

岩正次長

東
男幸 則男正

元清
田下原

松

番

海
北
道
知
事

号

堀

の

業）道

同農興海
北

の

・告

等、 興は 振者

村格

農合
お
と 労の 功次

指
業
農同同同同同同同

労
功

等
導

同同
導生

指衛

業畜

農家

同

九
二

農
他

の
そ

る 農

あ ・

で 業

り 農

也
達

）
体

団
業

）

）等

振

。 村



３

るあ条

条 こ当る件こ

平 の の と該こ付

成 ５ 入 を調と一

十

の 札 証達。般

四

２ は 明物競

年

の 、 し品争

一 たに入

北 海

２

調納納札の平道当

入次

行調

達達にい成が該

調
をを参ず

物

す要加れ年う達 入入

も海名品

るすすに北指

者該道競に 期場 物るる

品物

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成 教札

お 育

り年に 庁

一１付 渡

般月 島す

競 教る 争日 育

第 号

規 地

月

定 方 者関札

十

に 自 でし参

八

よ 治 あ、加

日

条 施 こ求格る 法 る要資

付 令 。様審件 行 と仕の

一

書査

金

競 和 記般 昭 に

曜 載
の争
入 年日

し

等品に当告争関

政 要

札、

の等日所必す示入
に迅

名の要る第

称仕なこ

な

及様平北資と号関速
るア

び等成海格。にす

道規 数

館す名タ

量年函定指フ
停サ

札月商るをー

入２
業物 電説

のさビ

子明日高品止ー

計書等

入事 局

札項 告 道

示 教以 第

育下
号

１

庁入

渡

」
札

島と

教

う海

い北

育。道

をあ 第 等で 令 件札

満る
下

て、 以

しで 。

たの 号

る札

い入
と

を加 」

と参 令

こに 政

木学購れス

明よ い

証し

メ

組び）校入て・

算及

いテ

求資なン

織要のい
とン

式様をこナ

１仕格

体

よるの

にす。ス

書有

備
整

。が

。と制

るこ

局

を育

）教

告実庁

示

長
局

。育

る教

す島

施渡
橋

高

る

者す ）

たと 。

しうう

で第

９
便入

郵落財て契要そ

っ
則 び者書 規 及札

札約 務

れ
さ

報効の 第 電有 の作

７８
い
て

と札交交

和る入郵
便 入

付 保北ろ明等 札年こ説

修

道よの

証海に書に 付

６
入保

札下 札金

入開開入以証

にを

５

加付 保消 参納 札札札

４

執

約 審海札入

ウ契北入
札 項 請を函行

条 申査道

イ

類っ市場 を 書行館の

を
ア査申申

は審
者のア

ウ請
ら申請請

か

決成

にな

る札 方要 第 よ入 条 定の

の 札限 項 入法に否他 １
し に

め） 定 認。 規 はる
め
を 定

。者 り

いた よ

な
る 場方 の規る交

よ 金

落

法札

付第に入 納則。付
関所 の

除。る

免号す

下項海海の

、以事北北

付道道場

納
法務館育で

方財函教所

は則美渡付

等規市庁交

よる 証 日場日税 しす
費

時所時金とと
」 うこ
等

者
う る

い す。
と

、
） 海成にには

。 北平
同同相 道
２。。の
当 渡年じじそ

含 同６の
を 合月者

額 島

と原及 す場 のた美所 示
所丁日所

出き４び 場

提

査番北

審６

、目時

先は

海

け郵北

れ便海結

号教を函

ば番道果号道

ら育申北館

な

庁請海市 な

ましのの
い－渡者道美

定れ期法

にけ
時方 でな

成請

とら平申

るな
めば

書

こな
ろい

り月提

よ１の

に。年類
出 、

る 格
す 価
と 定
者 予

札 た
の

限
制
。 の

九 範

三

る

、」原島す

最
で

内
囲

局

令い丁育。

政と４教

。６企

第う目

）番画
総 条第

号務 の

課 ７
海第 北ら びか 及条
道

。 舎積
む 庁日見

た
の 階）っ

） ４水も

午契
金の 会前約分 号

に 室時額５ 議

教原

及る
税す

費当
消相

島に 。

教通育４
６

北局す渡目

育知庁丁

道画。教番

海企る島

函総育
総

美画

市課企

館務局号

の

２日先

目
丁課

４務

原

ら指

のか
示 及

まよ

び日に
し

げ開成

掲の作

にでり
内請

格間申

資時た

る庁

も
を

格
価

の
低

有書

を

定
の 則
で 規

ま 務
条 財

消の
方上

地以
び額

昭め

番
６

税札
費入 し

ど出

か提

るを

す類

号

かな

う



２

調納納札の

用入次

達にい

調北

を参ず

達海
す岩アす加れ 入入 を道
リ物るも

る見プるすに

品農ケ品者該 期場 物沢

北 海

１ 北

次 海

の平入 道

と成 教札

お 育

り年に 庁

一１付 空

般月 知す

競 教る 争日 育

道 公 報

のの細

る契ここ詳

アイ

、

とに入入は

こ約名所

札 在 す及の入

。関札札

事契行説

るび執

第

での

る捨税相者員

アイ
す札あ一

落額て事当落

金者る者る部

札をた業

定算額で金とかに

決加

申税

にし）あ額なを免

当たをるをっ

号

開に入
号

平札掲札

成のげ金
十時る額
四に入に
年お札係
一

必す

等業ー等に当

及る

ョ仕要る

の高シの日所
資と

称学ン様なこ

名等

成海格。

及校一等平北
道

び学式

数科）

沢

換札３見

量転入年岩

説月 に

農 係品明

物及高

る目書日業

入事 局

札項 告 道

示 教以 第

育下
号

２

庁入

空

」
札

知と

教

う海

い北

育

地は、書

務約は明

。道

当調開よ

担、公に

を称

手る。

す北郵電達する

組道番番続。

る海便話

の育停

織教号号の
止 名庁

等
が － 称渡－

及島

有 － び教

出業

た金もか入たし事

書はる者

っ額っ免札者

てて税

とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

満で問か札同

載未のを

い

れの、わに者企

さ
月てび消

十、こ費

八２の税

日

扱

定に取

規告の

に公等

るめい

す定

金

格入
資る

曜

有に
を札

日

び金等

し関

品

要）学

仕

入求校 点 購

に

業書

農様
よ
る

一
ム
テ
ス
シ。

局

を育

）教

告実庁

示

長
局

。育

る教

す知

施空

所育り

塚
戸

得 在局北

る
線 総函内 画道。

地企海
務館
課市
美
原

目
丁

番

費共体

た端入ず消が業

がに見税同消

金数札、

業税

にあ参積等企費

額

すっ課体等

当る加もの

税 金きるた税の免 該と

約業合事 額は者契事場

そ、金者で業 の、は
の消額であ者
て出 の
端費のあっ申 分

る 数税

か、書 ５

の件
者条

いる
なす

金等

、た 札し 入反 た違 しに

式

無 則、 規は 務札 財入

６７

園
造
、

ろ札

入下金和こ入

入を入

よ明

札消札 札納年に説

参す海る書

費保 に付北

５

隆

加る道。の 保税証 札札 行
執
札入入開開

入
場
の札札

４

号

査道
約 審海

アイウ契北

請請項 請を岩
条 申申申

を に分

類っ沢 を 書行見

係税の提 相の 額に免そ

を

事構出 当切る
３

すり課に業成す
者の るる条

は審

と付ア査 条 こ当こ件こ

を調。一かを の の と該

請 の 札 証達般ら申 ５ 入

効 第

明物競ウ

と
。
各る
す 条

行調

成が該

平道当

規交

等金 北指物

年う達

と よと則付 証

の 」 しこ

関

付 い う。第に

納
の う 金と

除 ） る。る

免 。 す号す

納 当 は下項

、 相 者以事

付 額 、
見規
法 含 の務

方 を そ財

日場日 所

は 。 積則
等 む

時
日所時所時

び
及場

にに

北局教平成

海会育成
年同同 道議庁

月。。

岩室空年２じじ

見知２
日

沢郵教月８

市送育

提と８ す

のた市 示 のの

先は所西

出き条 場 時方

郵北査目

審丁

、５

期法

北

成請れ便海結

平申け
書ば番道果
育申道

年類な号教を海

１のら

庁請教 月提な
出い－空者育

し の 、 し品争まを ２ は

関札にな 規 地 たに入で
に 自 でし参定け 定 方 者

資るば よ 治 あ、加めれ

施 こ求格とな る 法 る要

ろな 件 行 と仕のこら 条
一

書査にい 付 令 。様審

、 競 和 記り 般 昭 によ。

載

し

告争関

道競に

海名品
に迅

第札、

示入
フ

規指ア

にるな

号係速
止サ

る停ー

すをタ

定名

い
政 の っと

、 ） も」

物

た令

契う

約。 分第

の 金）
の に
額第 条 ５

７ 相

ら 税び すか 費及 当条 消
び海 額第 及北 る

道 以

８に局日

地

条よ企金

５場総）ま

西る画火）
必

目は課午に

丁合務で
着

、）前

北郵
道番こ

海便時の

知送。

空号郵と
に） 支

知に庁

庁－よ

日先。

教通空 かの
示北局す教

ら指育知知

画。局

月に海企る育

２

務画

日り岩総企

１よ道
市務

で成沢課総

ま作見

書５

請西

申条

た８課

し

の２ 争
札 政 要の 入 年

満び あ 第 を及 で 令 件

る た

、 以

て掲 で 。

しに の 号

こ資 札

るる 入 下

いげ
加 」

をを 参 令

と格 に 政

てス

のれビ

品さー

証有

資いン

のなメ

入い・

購
有。ン

をとナ

格こテ

九すス

四

。が

と制

こ体

るの

規 入
消の 務 の

方条 財 上

る 保
税め 則 札
費定

る

以証昭と

３

場 階
道平

教海、

知北は

空合

と

な
し
出

提
を目

類丁

育

か うう

しる よ い

明す し
か

でう す ）

者ど と 。

た

い
て
れ

さ
備

整

あ第る



１
収

．

平 入総

成 及

十 び

四 支括

年 出

一 の

北 海

のの細

る契ここ詳

アイ

、

とに入入は

こ約名所

札 在 す及の入

。関札札

事契行説

るび執

道 公 報

者員

アイ

る切る

落での

を捨札あ一 に 課 落額り
事 決加て者る部 相 税 札

免 す 業 定算たとかに 当
っ申税 る 者 にし金なを

当た額

第

９

開に入

財て契要そ号

っ

金 書 規札 札掲札

約 務入
則のげ

効入等 の 第時 有る額 作

に 成
な札に

入及係 条のお

号

８
方

決
の 付付

者
札 交交

落
定 場

月 あ表

十 る 道
八 団 教日 体

育
庁
胆

金 振
曜 教

育日

を称地は、書

務約は明
する

当調開よ

担、公に

便話手る。

す北郵電達
号の

組道番番続。

る海
の育停

織教号

止 名庁

等
が － 称空－

及知

有 － び教

額 あ た金）たし事 金 で

る者 を る っ額を者出業

入 か てもは
とい 札 免 は当っ、こが

落札。る 書 税 、該て落

札札札決たと に 事 入入

載 者 書金価定だき 記 業

、、 す で に額格後しは

すや落共 る あ 記にと速

さ円るか札同 こ る 載１

。 を れ未のに者企 と か

こ消 １て 札びる 要 第い

の２ 限の費 項、 に否他

定規 。告等 規に る公税

よす し定取 に定 ）にの

定資 者るい りる ため扱

札に たを 落札 め格 を入

所法法
方

し 者関 予有

教所

道道場

海海の

北北
市空付

沢庁交

見育で

岩
条教る

８知す

局
告
示

所育り
得 在局北

る
線 総岩内 画道。

地企海
務見
課沢
市

で消が業

目
丁
５
西
条
８

わ 金の、費共体

問 た満

等企費

ず 額端入税同消

当がにの業税

、 に数札

の免 積 該あ参課体等

見

とす事場税 も 金る加税

業 た のきる業合事 っ 額
は者者で 契 、はであ者

出 の金 そ、あっ申 分約
費か、書 ５額 の消るて

格い する 価な とす 定

端

しに 制の 。件 の者 る条

囲札し 範入反 のた違 限

は 最務札 で財入 内、た

局
西育。

無 の則、 低規

成

課
務

総
目画

丁企
５

北成
年平
海

びの
挙月
選１
道年

北

政支報 海

出告 道

にが

治
選

関あ

資 所

挙

すっ

金 在

管

るた

規 地

理

報の

正
委

数税免そを にの

相金等税の提

業成す

額に事構出 当分

４５６７

すを係の
契一一平契 落

約般般成約名 札

に の競競 金

相争争年関称

札海る

手入入北す 円 額

効 価第

方札

と 格
１２３

。

も各る
す を条

成札氏住

落パパ落平落
者

札ーー札

にソソを

氏

係ナナ決年の名所

るルル定

物ココし月名

北

次 海

の平 道

と成 教

お 育

り年 庁

一１ 胆

般月 振

管
第
示

告
会
員
委
理日

告で

法

一海 の北 ）
号

員 北

書、 会

に同

昭 海

告

つ法

和 道

示 室道

い第 第年 蘭

選て ５法 市

、条 号律 幸挙

第 町郷の

管 ９土規

番と定 理道に 号

号政基 ） 委

務海

をの道事北

をづ 第

担教

定告育を道

決公教

手振す庁

た胆当育

し庁
局織教

育組振

続教る胆
画

第称企

示名局

告の育

及日東

７及

品ンンた

商都

等ピピ日日び通京

名ーー所事千

のュュ住
会区

及式田

称タタ株代

量神

数式式社外

び２１

田

７３ １
当××目

月台台丁

競 教

争日 育

入 局

札 告

に 示

よ 第

り １

落 号

を選 部道

定北

決
を

者
札

り員 お委 と理 の管 次挙

正委 訂会

九 す員

五

。
る長

員つき
な、 条

会

会治 １
ぐ政 第

告

の団 項

示

に
責収 定

計の 規
会体 の

書 く織告 づ
者報 基
任支

所務

号び総

要 治

の 政田

地
在課

た２１

の９

り校校番

）学学

価等殊

単高特号

道

し海

）
科

通
普）

校校

局
育
教

振
胆

庁
育

。教

た

体義旨 団晴

之
康

橋

木
長

訂 入
ら表 収
か公 の

の

昭
俊

村

及正平



郷
と 管能 分空金土 年資瀬

道

）・ 政

体 知晃 団道

理

を

北 海

を
１
．資 政

収金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

道 公 報

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

第

郷
能 分空金土 金年資瀬 資

体晃 団道 団理 理と 管 管

を道

出）・ 政 届体 知

号

政

平治

成
十団
四
年体 一

）
員 ぐ

所議
な会

つ議 支

会

総
・

者

あ表の公 る

職 団名の 体

収
告日

月

報年
） 称類

種

光 経

費
件

人

の入

他
の

収

支

者

耗

備消 支常

費
水

熱

所議 の

な 職会 公つ議 ・
）会） 類員 種ぐ

年
月
日

収総
月の 十
八

名 日

報
称

金

告

曜

収 日

額
繰
越
額

収
入
額

総
額

年

の
出本

年 支
・

前

入入

務
事

経
品費

品

出

額

支 総

織費
動

組活

出

計

費費
所

入額

前繰
越

年額

本収
入

年額

支総

出額

額
総

の
出

支
・

入

特

・

額

員
党金

年額
越

翌繰

係

選関 政

個 収

数 費
会

員

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

繰

発

越
額

数
員

額
金

個特 収
費

会
・

員
党

年
翌

定
寄
付
））

団
体
分

団
体
分

あ
っ

入

人の
他

の
法そ 寄

分
人

小
治

政

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

定 人寄

分付
））

法そ団
の体 他

人の分

政団
体

治分

小あ
っ

せ

入
寄

ん
）
政

の

計
党
匿
名 附

事

内

計
合

業
収
入

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計

附
の

入
収

業
事

九

内 六

訳金

無入
借

」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



政

分渡 金年 資

平 治管

成 理

十

体 団団

四

届

島

年 体出一

北 海

を
削１

と入総

、土収

り郷会．
の

つ出

を支括

政び

道及

な

道 公 報

及
び

郷会
政

の空道

附分と

寄年土

所つ

訳支を

内知同

同のな

第

。
る

め
改

に

収
金

付
交

号

者 そ
支の

・ら
部か

本部

月 の・支

十

職
公

八

名の日

月

報年
） 称類

種所

金

告日

曜

収

収総

日

体
団

治体

政団
る

ぐあ表

中
一項ぐ

連
師

医
道

海
北

人他

ら同の か
者法そ

の
年沢

海 で見

附北岩

寄
の

万医 師

５科 医 間歯 道

入
光 経

費
件

人

の
他

の

耗
消

繰

入入額

備 支常

費
水

熱

入

出本収

年額 支

越 ・

前
出額

額

支総 総

年額

の

盟

超
を会

円会師

中
市
幌
札

も
る

え
の
）
の

理市沢

管幌見

金札岩

資
団中市

所
務

事

経
品

費
動

活
費

品

額
越

翌繰

織
組

出

計

費費

数 費
会

員

・

額

員
党金

年
個特

成 ら公平 かの
悦旨

区
央

訂表
成１ の平年 正

収

月 報
び

項」」

事
の区

体央

北

政

を

海支 加

道出 治 え

選に 資 る

挙関 金 。

管す 規
理る 正 同

委

費
係

関
の費

紙業
誌事

関行
機発

関
機

挙
選 政

伝費
業

宣事

付
寄 人定

発
の

紙 治
誌 の

分
他体 の

法そ団 寄）

分
治分

体

政団

人の
っ

小あ

告年
の選 た道 っ海 あ北日 が
管 で挙

入

会 第
員 法

委 同
理 、

告北

報 法

示海 条

員告

会書 昭
告に 和
示つ

第い 年
６ 同て 法
号

自 第
、 律

由

北岩

第党 道沢）主 海見号民
北 歯支

金ー
ィ 資テ 治ー

政パ
研

計
小

の費
他業

の
そ事

費
業

内事
の 活

他
の

そ
行

附名
匿

党
政
）

計ん
せ

調

合

九 計

七

入
収

業
事

選 規
第道 の

の 挙 定
一委 づの理 基）管 に号

治次委 政を会 、部員 き
の員内

のお 体と長 団
収り

科部

八 連１第 師第道 医条海
支 定区 規挙 の選 盟項
に部 基の づ会

見治責 岩政計 く

費
究

交
付
金

費
経

の
交
付

費の
他

の
そ

訳附
寄

査 動

部
本
計支

金
入

借

書る康 告す 報正橋 支訂
。訳

の

市体者 沢団任
要

之 の

」及幸
入
本 収

岡

金
）

無
」

へ
部

等況

産状

資の



の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

北 海

自
主 管民 分渡 金由 年政 資

） 届海 党 島 体北

団党

理
出道

道 公 報

を
１
．政

入総
収

治

及
び団

支括
出体 の

第

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

号

自
由 政

平

主
民

成

党 十
北 四海 党

年道 ）

一

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支

第 者

耗

備消 支常

費
水

種所区 の挙 職

選 公

八 ・
）部 類支

年
月
日

収総

あ表の

団
る

名 体

称
報

告
収

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 第

耗

備消 支常

費
水

月八

十選

八挙

日

部
支

区

金

曜

日

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

入額

前繰
越

年額

本収
入

年額

支総

出額

入
・

支
出

の
総

額

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

繰

発

越
額

金
額

員
数

個特

会
・

員
党

年
翌

費
収

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

発

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

定 人寄

分付

法そ団
）

の体 他
人の分

政団
体

治分

小あ
っ

寄
入

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計
事
業
収
入

の
附

内

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

九
八

へ）
部金

等況

産状

資の

金
入

借

訳

無
」

へ）
部金

等況

産状

資の



由
自

平

本部交成 部か 民

十 主・ら付

四

党支の金

年

そ収一 苫

北 海

政

団
理

治管分胆 金年政 資

体出） 届党 振 体 団

道 公 報

に
改１

括

同び
及

入総

、収

め．
の

出
支

第

にを

の

。附所

る寄支

め島

改

訳中
内項同同

の
同

号

の月 小他十 の入

八 牧

日

費

部件

支人

経光

金 熱
水
費曜

支常
備消

日 耗

種所 名の
職

公 の・支

者
収総

告日
月

報年
） 称類

収 師
医

館
函

同体
団

る
あ表

団団

か治治

者政政

の
一

館 で
附函函

寄
の体体

ら

連連

５師師 間医医 年

館

万

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

会

る
え

超
を

円盟盟

市
館
函

も
の
）
の

事市市

の館館

党函函

政
項

政選関
係

挙費
機発
関行 機誌事
紙業 関の費

業 紙 治宣事 誌 の

の
発

伝費

・

額

員
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員
個特 収

びの成

」」

支報
にが北成

出告年平

関あ海
挙月

るた選１

すっ道年

報の

渡」

分
年

北 及を

政 海 び削

道治 る

選資 。

挙金
管規
理正 同

委政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー の
そ事 他の 活業 の他

計

費

小 業

内事の費

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

告で管

つ法員

に同委

書、理日
告

い第会

て
自の第

、条示

由規
の 党基北 ） 主に号 民定

法

一 苫づ海

員
会昭
告和
示
第年
７ 同法
号

第
律

渡
医第

） 島

号

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の

九 他
の費九 費

本の
部交 計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

政挙 を 牧、選 部 小き道

と の団理 の 部治管 次 支
収会 り 計の員 お 会体委

す 者報員 正 任支委 訂 責
地。 書 菊る 告長

要
の

定
規

の
項

１

会第
条 師

に
基
づ

館治

函政
く

部金
へ）

訳金
入

借

等況

産状

資の

ら表
か公康

の 雄旨橋 郁
訂之

」及
入

収
の

体

市団
正平

無
」



に

の

。附所

る寄支

め振

改

訳中
内項同

の
同

北 海

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

道 公 報

自

理民

管分胆由 金年政 資

苫

出）党 届党 振 体主 団

第

を
１
．政

入総
収

治

び
及

団

出
支括

体 の

号

平
成
十
四
年
一

の
一
者法そ

かの ら
の人他

附苫福

寄
で小祉

年牧法

間希人

５望

万の

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の ・支

者

耗

備消 支常

費
水

部 類
種支 所 の

牧 職
公小

）
年
月
日

収総

あ表の る
団名 体

称
報

告
収

月
十
八
日

金

曜

日

円里

を社

超会

え
る
も
の
）
の
政
党同

の
事
項

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

入額

前繰
越

年額

本収
入

年額

支総

出額

入
・

支
出

の
総

額

分
年
胆」

をを
。

、由る

り自部え

削加

民
主
党
苫

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

繰

発

越
額

金
額

員
数

個特

翌
年

会
・

員
党

費
収

小
牧
支

人
個

斉
藤

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

定 人寄

分付

法そ団
）

の体 他
人の分

治分
体

政団

小あ
っ

寄
入

浩
一

苫
小

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計
事
業
収
入

の
内

附

一
〇
〇

牧
市

無
」」

へ）
部金

等況

産状

資の

金
入

借

訳

無
」



４５

約 審海話札入

契北電入

平 条 査道番執

成

札 項 を札号行

十 行幌の を四 場 っ市 示年

す場 た中－所

一 及 と央

北 海

者かアイウ

はの
ア査請 の、審申申申 条
ら申類 のかを書 請請 ５
まし提 のウ請の ２のの

道 公 報

２３

の平道道平件こ

入次条
の にい成が内版付

納札

行に菊一入 参ず

競
札 加れ年うお全般 入

て４争
は すに北指い判

競印色入 場、 るも海名

者該道

第

１
札 と成調調納
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